

環境条件 

定略人力電店_ 
消費電力 
動作環境 

保管環境 

窗合規制 
耐性 


AC 100 V 、 己 0/60HZ (電源内蔵）、〇。己 A 

定常時最大曰。 7 W , 最小し曰 W 

動作漏度範囲日〜4日 .C 

動作湿度範囲2日〜9日 ％ RH (結霞なきこと） 

保管温度範囲 - 2 0〜7日 ’C 

保管湿度範囲己〜 9 0 %RH (結露なきこと） 


電磁放射 VCC 1 クつス A 

詩電気放電 （ ESD ) 

放身寸電磕巧吉 

電気が]ファストトラソジ： T ソトバースト 
電気が] サージ 
耐伝導ノイズ性 
電ミ原届波数イミュニティ 
瞬停/電店変動 


I 巨 C 610日0 
I 巨 C 巨10日日 
I 巨 C 6 1日日日 
I 巨 C 巨1□日日 
I 巨 C 61日日 日 
I 巨 C 6 10日日 
I 巨 C 610日0 


4-2 ( 1日 k V ) 

4-3 L e V e 12 
4-4 L e V e 13 
4 一已 L e V e 13 
4-6 L e V e 12 
4-8 L e V e 14 
4-11 



おが及び材料。を彩 


質量（重量） 


大きさ 
ケースが料 
をお 

電ミ原コード 


H 3 己 XW 240 XD 8 己 （ mm ) 
PC / A 巨 S 樹脂 
サテソ ダレー 

長さ2 m 2 P アース 付き 
定格1已 A 12己 V 



クット7 —ク接続 


L 已 D 凌ふ 


伝送速度 
適合ケ-ブル 


最大を送距離 
オートネゴ シエ 
10 Mbps 


100 BASE-TX 
1 OOOBASE-T 


ツイスト。ペア。ポート： RJ 4 曰コネクブ8ボート 

を送方式 ： IEEE 802。 3 1 日 巨 ASE-T 

I 巨 EES 02。3 u 100 BASE-TX 
I 巳 EE 802，3 ab 1 OOOBASE-T 
伝送速度 :1 日/1日日 Mbps を/半二重 

1 0 0 0 Mbps を二重 
適合 ケーブル ： ツイスト。ペア。午ーブル 

(巨 IA / TIA 己 6 S 々テゴリー日 e 相当な上） 

ポ-卜1 〜 8で 1 日日日 M b P S 使用時 
最大伝送距雜 :100 m 

才ー ト ネコ 'シエー' ン 3 ソ機能： 

lOMbps , 10 0 Mbps のを二重と半二重.1日0日 M b p s のを二重を相手に 
あわせて自動的に切り替えて動作しまず（エ塌化荷時）。 

S ポ-卜目のみ.ディッ了スイッ子操作で.通信案件の或定が巧能でず。 

) 電源 LE D (綜） 

点む：電賴 ON 
>-) コ U ジ3ソ LED (瞪） 

点む：いずれかのポートでパヶット衝突発生. 

バッ クプレッシ V 一 職能巧動（半二重 モード 時） 

または異常信号受信 

ごを意：バックプレッシで 一機能作動時.点むし続けることがありまずが異常ではありません。 
〇リンク/送受信/通信速度/通信モードが態 L E D (青、禄、氷を） 

ポート1〜 8( LINK / ACT 。） 

^早い点麻 （ FAST ) :1日日巨 ASE - TX で送受信中''^ 

(12 Hz で点滅) 

遅い点碱 （ SLOW ) : 1 日目 ASE - T で送受信中 

(3 H Z で点減） 

k 青（:巨 LUE ) : 1000 BASE - 下で送受信中^ 

(2 己 Hz で点麻） 


. 早い点麻 （ FAST ) 
遅い点碱 （ SLOW ) 
.青 ( BLUE ) 


^ 青 （ BLUE) 

10 0 0 M 

全二重で接続 ^ 

緑 （ GREEN) 

10 / 10 0 M 

全二重で接続 

\ 水色 CL I 扫 HT BLUE) 

10 / 10 0 M 

半二重で接続 J 
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1 ) ポート另 

AUTO/10 日 FULL スイッチ 

( 2 ) ボ-卜 8 

AUTO MD 1 / MD 1 -X 

ENABLE/WANUAL スイ " ノ 

ポ-卜 1 〜 8 
りり〇'パ-ス'を動モ-ド 
子 ENABLE/D]SABLE 

(Rev ,lA 降巧応） 

( 3 ) ボ-卜 8 

WD I / WD1-X スイッチ 

( 4 ) ボ-卜 1 〜 7 

AUTO MDI/MD1-X 

ENA 目 LE/D]SABLE スイ 

AUTO II 

ENABLE 

□ ENABLE 

1 D 1 SABLE 

MD I n 

D ] SABLE n 

1 00FULL 1 

MANUAL 

MD [-X 1 

ENABLE 1 

AUT0/1 日日 FULL 

AUTO MD I/MD 1 -X 

ENABLE/MANUAL 

MD 1 /MD I -X 

AUTO MD I /MD 1 -X 

ENABLE/DISABLE 



特巧ネジ'を締め扉を 
開閉できまず。 


特殊ネジ 

サイズ T 1日の〜ホサ□ビ王一つ一 
ドつイバーをご使用くだざい。 


え ゾおが 'ゾ升》が 


T 10 



特殊えジ 


扉を開いたが態、 



扉を閉じた状態 



D I P スイッチの糧類 

スイ’；/チのが態 

動作内容 

C 1) 

ポート s 

AUTO / 1 OOFULL 

AUTO 

(工場化荷時） 

•ポート8の通信条件ポオートぶゴシ I ーシ3ンで動巧 

10 0 F U L L 

•ポート8の通信を度を1日 □Mb P S 通信 
モードを全二重に固定 

C 2) 

ポ—卜 8 

AUTO MD I /MD I -X 

ENABLE/MANUAL 

ポ—卜 1 〜 8 

MN 日シリーズ省電カモード 
ENABLE/D I SABLE 
( Rev 。 1丄：1降か応） 

ENABLE 

CHI 場化荷時） 

。ボート8の AUTO MD I / MD 1 - X 機能は有効 

。ポート1〜8の WN 曰'：/リース'省電カモードは有効 
( Rev 。 1は降が略） 

MANUAL 

DISABLE 

。ポート8の AUTO MD I /MD I - X 機能は無効 
一 MDI / MDI - X スイ•ノ f を課定してください。 

•ポート1〜8の WN 日'：/リース'省電カモードは無効 
( Rev 。 1从降が略） 

(3) 

ボ-卜8 

MD I /MD 1 -X 

M D ] 

C 工場化荷時） 

。ポート8は WD I として動作 

• C 2) AUT 0 UDI / I ^ D]-X スイッ fDI SABLEflf じ有効 

M D I - X 

。ポート8は MD I - X として動 f 乍 
•(2)みリ了日^01/1^0]-乂スイリ子01 SABLE 時(こ有効 

(4) 

ポート1〜7 

AUTO MD I /MD I -X 

ENABLE/D I SABLE 

D ] SABLE 

(工場化荷時） 

•ポ-卜1〜7の AUTO MD 1 / MD I - X 機能は無効 
。ポート1〜7は MD [ - X として動巧 

ENABLE 

•ポート1〜7の AUTO MD 1 /MD I - X 機能は有効 


3 _ 4。ス' 


手機能 


ス 

イ 

’ソ 

チソ ダち 巧 

こ ストア 

7ン 


フ 

ォア 

- 

K 







パケ 

’ソ 

卜転送能力 

: ノン 了 

□ 

"ノホ 

ン 

グ 














14 8 
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0 0 
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P S 
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ポ_ 

卜 C 


0 

0 
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Mbps ) 





14 8 

8 

0 0 

P 

P 

S / 

ポ 

-卜 

C 1 

0 

0 


b 

PS ) 





148 

8 

Op 

P 

S 

/ 

ポ 

-卜 

C 1 

0 

M 

b 

P 

s ) 

M 

A 

C 

アドレステーブル 

:最大 4 

K 

エン 


リ 

-/ 


二‘ン 

卜 






八 

V 

フ 

7 

:19 2 

K 

バイ 


/ 

ユこ 

ソ 

卜 







フ 

□ 

- 

制御 

:半二重時 

パ 

‘ン 

ク 

アレ 

’ン 

シザ 

- 










全二重 

時 

] 

巨 

E 

E 8 

0 

2。 

3 X 
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- 

ジ 

ソ グ機能 

:最大 3 

0 

〇〜 

6 
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日お 
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'8 CIO/IOOBASE-TX) 




TD 十 

TD - 

RD 十 

RD - 

MD [- X 時 

3 

6 

1 

2 

M D ] 時 

1 

2 

3 

6 


設置ち法。か属品 

"し設置方法 

- 2。か属品 


( 1 ) スチール製 OA デスクへの巧り付け（裏面のマグタットにより直接巧り付け） 
¢2)木振等スチ-ル製 ]■：! タトの壁面への巧りかけ（別売の巧りかけ金具） 

邱リ付けを具品を PNA 日日1を使巧 

C 1 ) 取扱説明書 ：1冊 

(2) マグクント（本体に装着） ： 2個 
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6。安を確保のための使用止の禁止事項 


下記の I 頁目をミ請足されて いない 場合の卜つブルに関しては、責任を負いかねまず。 

本商品のご使用に際しては、な下の点を遵守ください。 

( I ) 交流1日0 V 从外では使巧しない 
义烫。感電。化障の原因となりまず。 

(吕）この装置を分鮮。改造しない 

义菜。慶電。巧障の原因となりまず。 

(3) 開□部から内部に金属や燃えやずいものなどの異物を差し化んだり、落とし化んだりしない 
义お。感電。故障の原因となりまず。 

(4) クイス トぺアポートに 1日/1日日/1日0日区 AS 巨 - T は外の機器を接続しなし、 

义を。感電。化障の原因となりまず。 

(己）めれた手で電源了つダををき差ししない 
感電の巧因となりまず。 

(6) 雷ポ発生したときは.この装置み接続ケーブルに關れない 
感電の原因となりまず。 

(7) 電'招コードを傷つけたり、無理に巧けたり、引っ張ったり.ねじったり.たばねたり.はさみ化んだり、重いものをのせたり、加熱したりしない 
電源コードボ破損し.义烫。感電の原因となりまず。 

(8) 氷のある場戸斤の近く.湿気をほこりの多い攝戸斤に設置しない 
义ぶ。感電。化障の原因となりまず。 

(日）直射日光の当たる塌が和溫度の高いところに或置しない 
内部の温度ボ上ボリ.乂榮の原因となりまず。 

(10) 振動。衝輩の多い塌巧みホすちな場巧には設置しない 
连下して、けが•古女障の原因となりまず。 

(II) この装晋を义に入れない 
爆発。义楽の原因となりまず。 

(12) 必ずアース線を接統ずる 

感電。 t 吳重力巧。故障の原因となりまず。 


(13) 巧障時は電源プつグを抜く 

電源を供おしたままち時間放置ずると火烫の原因になりまず。 

(14) 本製品を壁面に巧りかける場合は.本体および接続ヶ-ブルの重みにより速下しないよう確実に巧り付け。設置ずる 
けが。故障の巧因となりまず。 


7。使用止の注意事巧 


( 1 ) 内部の点検。修理は販売店にご巧頼<ださい。 

(2) 商用電源は必ず本装置の近くで.巧り扱い和ずい戸斤からお取りください。 

(3) この装置の電源を切るときは電源コードをタトしてください。 

(4) この装置を清掃ずるおは.その前に電源コードをタトしてください。 

(己）仕様眼巧をこえると t 吳動作の原因となりまずのでご注意ください。 

(巨）この製品をマグさットで巧り付ける墙合は、ケーブルの重みなどで製品ボずれたり巧下したりしないことをご確誌ください。 

また.ヶーフ''ルを接続ずるときは.製品本体を巧さえて接続してください。 

( 7 ) こ の漠置を富戸斤に巧り付ける塌合は.ねじなど で 壁面に確実に固ましてください。 

マグよットで高所に巧りかけた場合は.巧下によるヶポや製品破損のおそれボありまず。 

C 8 ) スヴぇ V 卜にフ□ッピーディスクを磁気力ードなどを近づけないでください。 

記歸内容消失のおそれがありまず。 

(日） R 」4 日コをクタの金属端子やコタクタに接続された ツイス ト•ペア。ケーブルのモジ1つ了つダの金属端子に触れたり. 

帯電したものを近づけたりしないでください。 

静電気により化障の原因となりまず。 

(10) コさクタに接続されたツイスト。ペア。ケープルのモジ1つ了つダを々一ぺットなどの帯電ずるものの上や近のに放置しないでください。 
詩電気により故障の原因となりまず。 
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No . 己 


1) 周囲の溫度が 0 〜 50 ごの範固の場所でお使い下さい。また、この装置の本体の周辺は密閉せず、放熱のために+みな空間 

(最化日 mm ) を設けてください。内部に熱ボこもり語動巧の原因となりまず。 

2) この装置は放熱効まをあげるためス芋ールデスクへの巧付を推契しておりまず。やむをえず壁面や床面に設置ずると. 

壁がまたは巧材ボ变を（变お）ずるおそれザありまず。 

3) この装置に長時間身体を触れないでください。化溫みけどのおそれザありまず。 


質保証について 

本商品の品質管理には最大の!主力をいたしまずザ. 

( 1 ) 万一、本商品の品質不良が原因となり、人を並びに財をにを大の鼓響が予測される場合には.本仕様書記載の特性。敦値に 
がしを巧を持たれ、かつ二重回路等の安を巧策を組み込んでいただくことを、製造物責任の観点からわ勒めしまず。 

¢ 2 ) 本商品の品質保証期固はわ貿止け日より 1 年固とし、本仕樣書に記載された巧目とその範囲内とさせていただきまず。 

本商品に舞社の貴による瑕疵が日月らかになった塌合には.誠意をもって代替品の提供.またはおな部分の交換.修理を 
本巧品の納入塌 F 斤で速やかに行わせていただきまず。 

但し.なの場合はこの保証のが象から除かせていただきまず。 

1 ) 本商品の故障みお姑から話発された f 也の損害の場合。 

2 ) わ貿い上が培の巧おい、保管、運搬（輸送）にわいて、本仕様書記載な外のを件ボ本商品に加わった塌合。 

3 ) お買い止げをまでに実用化ざれている；支術では予見ずることがです龍であった現象に起因ずる場合。 

4) 义お，せ震。洪水。 火を。 紛争など弊社に責のない自巧あるいは人為的な巧舌による場合。 


取あ説日月書、本体目よ巧つベル等の注意書に従った使巧状態で保 t 正期間内に故障した場合には、無料修理させていただきまず。 

お客様の巧圾説日月書になわない巧作に起因ずる損害および本商□□□の巧障。語動作などの要因によっ て通信の機会を 
逸したために生じた損害については.その責任は負いかねまずのでご了承ください。 

(イ）使用上の I 具りおよびで当な修 I 里わ故造による故障および損傷 

(□) わ買止け棲の巧付場巧の移或.輸送.落下などによる故障および損傷 

〇〇义烫.お震、氷害、透雷.その他天癸化変およびな害、塩害、ザス害（硫化ガスなど）、異常電店、指定外の 
使用電源（電店、周波な）などによるが障および損傷 
(二）保 t 正書の損をボない場合 

(ホ）巧証青にお買止げ日、お客様るの記人のない場合.あるいは字句を吾き替えられた場合 
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